












はじめに

近年新生児集中治療施設(NICU)において未熟児を中心に長期入院児が増加しつつあり,病

床稼働効率の低下などの経済的な問題に加え,脳性麻痺や精神発達遅滞などの障害児に対

する医学的サポート,その親に対する精神的サポートの必要性が増してきている。また長

期入院に伴う母子分離は母子関係の確立を妨げ育児不安をも強めるため,特に障害児では

虐待につながる可能性も高いといわれている。本研究は,NICU 入院児に入院中から母子関

係の早期確立をはかりながら超早期運動療育を開始し在宅での円滑な運動療育への導入を

試み,最終的には障害児の減少あるいは軽症化させることを目的としている。


